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本日の例会（4月 6日） 

花見例会 

次回の例会（4月 13 日） 

松本会長エレクト「ＰＥＴＳ報告」 

２０１６年３月２３日 例会記録 

点 鐘…鶴田幸彦 会長 

ソング…「奉仕の理想」 

出  席  報  告 

 会員数 

名誉会員 

出席者 メイク 欠席 

(免除 ) 

出席率 

本 日 

(3/23) 

23 

1 

19 

 

1 2 

(1) 

90.91 

 

メイク 松本 

前々回 

(3/9) 

23 

1 

16 

 

0 6 

(1) 

72.73 

メイク  

食 事 時 間 

 

ＭＥＮＵ 

パリパリポテトと彩り野菜サラダフレンチドレッシング 

かぼちゃクリームスープ 

鶏もも肉南蛮タルタル風ソース 

パン  

コーヒーor紅茶 

 

 

野球同好会 

藤川キャプテン ガバナー杯報告 

3月 20日(日)15:10～呉二河球場で試合をしました。 

本日お配りしている週報に、試合の様子を重森さんが

詳しく書いていただいておりますが、三次 RCと対戦し

７対 4で後一歩及ばずでした。くじ運が良かったので、

この試合に勝っていればZOOMZOOMで3位決定戦に出ら

れるところだったのですが、ちょっと残念でした。 

皆さん大変頑張っていただきありがとうございまし

た。一番チャンスの時に私が 4 番で打たせていただい

たのですが思うようにならず本当に悔しい思いをしま

した。楽しく怪我もなかったのが一番だと思います。 

来年また頑張りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



会 長 時 間 

桜の花が少しずつ開き始

めました。3月 20日、呉二河

球場で行われた第 22回ガバ

ナー杯、大変お疲れ様でし

た。私自身、どうしても出席

できなかったことが残念で

なりません。本当に申し訳あ

りませんでした。組合せ抽選

会の前夜祭では、１回戦不戦勝のクジを橋濱幹事が引か

れ、三次ＲＣと広島東南ＲＣの勝者に勝てば ZOOM ZOOM

球場でした。乗越さんと大塚さんの熱投河井さんのキャ

ッチング、重森さんの凡打、皆さん、よく走り、よく打

ったと聞きました。最優秀選手賞の大下さん、おめでと

うございます。乗越さんにお話をお伺いすると、「２回

表の乱調は、１回裏の攻撃で得点を取れなかったことが

全てです。」と言われていました。結果、７×４で惜敗

しましたが、事故も怪我もなく、楽しくプレーされたと

いうことで何よりです。本当にお疲れ様でした。三原Ｒ

Ｃさんも２回戦で鞆ＲＣに当たって１８×０の大差で

敗れ、ZOOM ZOOM球場の道は閉ざされたらしいです。ま

ぁ、クジ運とその日の運で三原ＲＣさんより先に ZOOM 

ZOOM球場へ行けることを願って、これからも参加して

いきましょう。 

 

 地区補助金申請についてのご報告です。本郷町の「障

害福祉サービス事業所とよの郷」への障害者自立支援の

ための訓練と作業効率改善のために「テントと発電機」

を寄贈する仮の申請書を地区へ提出いたしました。地区

担当とお電話でお話ししたところ、内容的には大丈夫で

あろうとのことでした。１／２負担の小規模クラブの適

用が受けたいとお願いしてはおりますが、今後の地区の

委員会の決定に委ねます。 

 

 さて、3月 20日は春分の日でしたが、明後日の 25日

は、何の日か皆さんご存知でしょうか。ヒント～「私は

電気屋です」。そう 3月 25日は「電気の日」です。日本

で初めて電灯が点灯されたのは、明治 11年（1878年）

3月 25日でした。これを記念して毎年、この日を電気

の日としているのですが、あまり周知されてはいませ

ん。当時、電信中央局の開業祝賀会で、工部大学校の学

生たちがイギリス人教師のもとに、電池を使ってアーク

灯を点灯し、来賓一同を驚かせたといいます。その後、

明治 15年には東京銀座に電灯がつきましたが、これを

描いた錦絵には「其光明数十町ノ遠キニ達シ、恰モ白昼

ノ如シ」と記されたそうです。138年経った今、資源や

エネルギー不足が叫ばれ、改めて歳月の長さと社会や環

境の変化を知らされる思いがします。 

 

 

幹 事 報 告 

《配 布 物》週報1023号 

《回  覧》職場体験学習受入事業所確認表 

《お知らせ》4月 6日(水)花見例会は、通常通りエア

ポートホテルで桐島さんの入会式、食事、

会務報告をした後三景園で集合写真を撮

りたいと思いますのでよろしくお願いし

ます。 

 

卓 話 時 間 

 

 

 

河井一朗 会員 

 

 

 

 

 

「ＰＴＡの想い出」 

 

三原市立三原小学校は今年で 143年目を迎えた学校

で、昔多い時は児童数 3,000 人超えだったそうです。

(現在の児童数 429名) 

その歴史のある三原小学校に我が子は、11年間通わせ

てもらい、私はＰＴＡ本部として９年在籍させていた

だきました。そして最後になる今年度にＰＴＡ会長を

引き受け、先日の 19日には涙なみだの卒業式を無事終

えました。 

 

三原小学校全景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



三原小学校 PTAの歴史 

今日のテーマの『ＰＴＡ』の歴史は全国でも始まりは

明治からのようで大半が終戦後再び始められたものだ

と聞いております。 

 

三原小に残された資料によりますと昭和 22年にＰＴ

Ａ関係資料を作成し、昭和 23年にＰＴＡ結成式を行わ

れたとの事です。下の写真の建物が私たちＰＴＡ本部の

事務所であり会議室で使用していた旧ＰＴＡ事務局で

す。 

この建物は、下の写真のように倍の大きさがあったので

すが、道路拡張時に半分取り壊されたようです。 

昭和 30年に児童の図書館として建てられ、図書室が校

舎に移動となり、平成 11年よりＰＴＡが利用していた

のですが老朽化が進み一昨年に取り壊すことになりま

した。(解体後駐車場) 

 

この様にＰＴＡ専用の建物がある三原小 ＰＴＡは完

全に独立した組織であり、ＰＴＡ行事の企画・運営・配

布資料作成から会費まで全てにおいてＰＴＡ本部で管

理しています。おそらく三原市内の小学校でここまで独

立して管理・運営されているＰＴＡは他には無いと聞い

ております。 

 

 

 

 

三原小学校 PTAの主な活動 

4月 入学式・PTA総会 

5月 

6月 運動会 

7月 PTA親睦大会 

8月 PTA環境整備活動 

9月 

10月 PTAとんど祭り実行委員会 

11月    〃 

12月    〃 

1月 PTAとんど祭り・バザー 

2月 

 3月 卒業式 

★140 周年記念行事では、元カープ投手の高橋健さん

が来られました。 

 

右の写真は毎年１月に

行われますＰＴＡ一大

イベントのとんど祭り

のシンボルでもありま

す『とんど』です。 

三原小学校エリアに田

んぼは無くとんどに縁

の無い地域と言われて

います。最近知ったの

ですが校区内には漁師

町がありましてそこで

は昔大漁を願ってとん

どを立てられていた様

です。三原小のとんど

とは関係ないのですが、十数年前から地域との取り組

みの一環として始まり現在も引き継がれています。 

年末には本町のお寺へ竹を採りに行き、乾燥させて祭

り前日にＰＴＡの皆さんで作って立てる。これだけで

も結構な作業になります。当日は早朝より子ども達が

書いた書初めを飾って燃やします。 

写真にはないのです

が同時にバザーも行

い地域の方と餅つき

やうどん，綿菓子な

ど販売します。 

残った僅かな利益でこども

に関係する備品などの購入

費に充てさせて頂いており

ます。またアトラクションとして二中や如水館の吹奏

楽部に来ていただき演奏をしてもらいます。 

 



 

交 通 指 導 

ＰＴＡの想い出は楽しい事もつらい事も沢山ありま

す。中でも最後の務めとして保護者の皆さんと一緒に活

動させて頂いたことをお話しさせていただきます。 

昨年度に三原小の児童が交通事故に遭ってしまいま

した。下校時にランドセルを背負って交差点の横断歩道

を青信号で渡っていたのですが左折してきた車に轢か

れました。たまたま目の前で信号待ちをしていたお巡り

さんが，救急へ通報してくれたのですが事故に遭ったこ

どもは全治３カ月という大けがをされました。現実に子

どもを取り巻く事件や事故は三原小校区内に限らずい

つどこで起きてもおかしくないのが現状なのです。事故

に遭われたその子に大変申し訳ないという気持ちが日

に日に大きくなり『次年度ＰＴＡ会長を任せて頂けるの

なら今回の事故を機に交通指導に力を入れたい』旨を本

部の皆さんにお願いしました。交通指導では保護者の方

達で順番にタスキや旗を持ち子ども達が道路を横断す

るときに誘導する・挨拶など声掛けをする・運転手に遠

くから「ここは通学路です」ということに早めに気づい

てもらい未然に事故を防ぐというねらいです。 

 皆さんもまだ記憶にあると思いますが、平成 17 年 11

月に広島市で帰宅途中の１年生の女の子がペルー人の

男によって殺害された事件がありました。それを機に三

原市全体で交通指導に取り組みました。三原小も毎年順

番を決め保護者全員で取組んでいたのですが近年はマ

ンネリ化して道路に立って見守る姿は殆どなくなりま

した。 

 鶴田さんが率いていた宮浦中学校区内はもう何十年

も前から地域の方と一体となって交通指導をされてい

ます。地域の方の協力をいただけるのは一番ありがたい

ですし見本となります。三原小も見習わなければならな

いと本部の中でも話をしているのですが、地域に頼る前

にまずは三原小の保護者だけで出来るのではないだろ

うかと思ったのです。 

今年度、総会も無事に終え会長を引き受けることにな

り『交通指導に徹底する』旨を会員の皆さんにお伝えし

たものの、ここから本格的な準備でしたのでそれは大変

でした。『仕事があるから協力出来ない』『目の前で事故

が起きたら私の責任か』『私たち親が事故に遭ったら誰

が責任もつのか』など保護者の方達から色んな意見も頂

きました。ですが実際に目の前で事故が起きているのに

私たち保護者が、知らぬ存ぜぬではだめ。私たちは何の

為の組織なのかという思いから保護者の方たちに切な

る思いを伝え、取り掛かるまでに時間はかかりましたが

保護者の方々に協力して頂くことになりました。どんな

組織でもそうですが、何か新しい大きな事を始めるには

物凄い労力と時間が必要ですし 430 名いる小学校の親

御さん達と一つの目標に力を合わせて行う事の難しさ

を教えて頂きました。 

私の知っている歴代会長、三原市ＰＴＡ連合会会長 

橋濱さん、鶴田宮中伝説ＰＴＡ会長さん、澤井二中Ｐ

ＴＡ会長さんも今までに大変なご苦労があったのだろ

うなと改めて感じました。 

交通指導を、やっと本格的に行うことができたのも

夏休み明けの二学期からで、今日までおこなってきま

した。最初は少しずつの参加者でしたが、今では多く

の保護者が、こどもを見守ってくれている姿を見る事

ができ現在三原小校区内で、子どもが巻き込まれた事

件・事故はおきていません。本当にありがたい事です。

次年度もしっかりと引き継いでいただき見守っていた

だけたらと思います。 

言葉の力・本気の力 

ＰＴＡを通して私たち親も成長させてもらいまし

た。ここまで私が頑張ってこられたのは子ども達の為

なのは当然ですが、周りの方達にも恵まれていました。

そしてもう一つ理由があります。 

数年前に、とあるＰＴＡ会長さんとお話ししたので

すが、『忙しい方なのに何でＰＴＡ会長なんかできるの

ですか』と問いかけたところ『何を言っているんだ。

わしにとってＰＴＡは趣味よ』と仰る方がいました。

その時私は笑いながら言われるその方の言葉に頭打た

れた気がしたのです。何年か前までは消極的な考えで

『辞められるものなら今すぐ辞めたい』とばかり思っ

ていたのにその方が言った言葉が、仮に半分嘘だとし

ても『趣味』だと言える人には初めて会えましたし、

この先そう言われる方には会えないと思いました。言

葉の力ってすごいなと思います。裏を返せば、どの道

を選んで進むのではなく、その道でどう進むのかが大

事なのだとその方が教えてくれたから私もここまで頑

張ることが出来ました。実は、私も最近は使わせても

らっています『ＰＴＡは趣味』と言うセリフ。鶴田会

長には心から感謝しています。 

９年間ＰＴＡ本部に在籍して敢えて習得できたこと

は、『ＰＴＡは趣味』というセリフもあるのですが今回

苦労した交通指導を通して、『本気で取り組む人には人

は本気で返してくれる』でしょうか。ＰＴＡはボラン

ティアであり任意の団体です。私たち企業の経営とＰ

ＴＡを結びつける事は不可能でありますが、一番に損

得を考えるのではなくまず相手の事を考え行動する

事、『みんなのためになるかどうか』いわばロータリー

理念同様に臨めば保護者の方やこども達は応えてくれ

ますし、時間はかかるかも知れませんが少しずつ答え

が見えてきます。継続して良い方向へ向かってくれる

かは難しい事だと思いますが、悪い方向に行くことは

ないと確信しました。 

今後全国において、こどもが巻き込まれる事件や事

故が無くなる事を心から祈念申し上げまして本日の卓

話とさせていただきます。 


